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北病棟チームカンファレンス記録

平成２０年　１月　１０日　（木）

司会　藤原　香織　　　　　記録　加藤　敦子
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・１/１１（金）　15：30～　４Ｆユーティリティーで、「食事サービス委員会」を開催します。担当者は、１か月間の食事提供に関する意見・要望を取りまとめ出席して下さい。また、出席する際には次回の担当者を決めて出席して下さいます様お願いします。勤務の都合上、どうしても出席出来ない場合には、必ず事前に連絡をお願いします。その際、意見・要望等ありましたら、メールにて栄養まで報告をお願いします。今月の出席は鳴海CWとなっています。（来月の出席は石岡CW）

・アルコール依存症治療プログラム第Ⅲ期目に行っている再スタートミーティングですが、今後は小嶋SWが行って行きたいと思います。

来週より、古里様・畑中様の再スタートミーティングが始まりますが、そちらは今までどおり病棟スタッフの方にお願いしたいと思います。その際に、患者体験をするということで小嶋SWも患者様と一緒にプログラムを受けて行きたいと思いますので、よろしくお願い致します。

アルコール依存症治療プログラムに関しまして、皆様の日ごろの対応の仕方やアドバイスについて色々とお聞きすることが多くなるとは思いますが、よろしくお願い致します。

・１月１６日藤原SGMが深夜勤務となる為１月１５日のオンコールを変更します。

１月１５日　北：藤原香織SGM　⇒　西：中村美奈子SGM　となります。

＜患者様連絡事項＞

・佐々木　康子様～現在、毎月のお小遣いが２万円でありますが、月に５・６千円程しか使っておらず、主治医情報提供したところ、手持ち金が多いと離院に繋がる可能性もあるとの事で、問診時に主治医より手持ちの所持金は最少限とし、通帳を作り貯金するよう本人への説明あり、本人も納得されていました。

その後、スタッフへ｢家族はお小遣いを好きに使っていいと話している。私もそれを楽しみにしている。自由に使えないのは困る。｣と通帳に預ける事の不安を訴えられてきています。

　　　　　　　　　多額の金額を持っていると衝動的(離院等)に動いてしまう事・青山荘に入所の場合、預金しておく事も必要である事、いつでも必要時は引き出せる事を再度伝えています。

　　　　　　　　　本人の了解も得られた為、明日(１/１１)工藤Ｎｓ付き添いにて、岩手銀行へ通帳・カード作りに外出予定となっています。

　　　　　　　　　通帳・カードはスタッフ管理としていく事としています。

・木村　梅子様～弟様より電話連絡あり、父親危篤状態との事で外泊希望あり。

　　　　　　　　１月１０日16:00～１月１２日16:00までとなっています。

　　　　　　　　父親の状態によっては外泊期間延長する可能性もあるとの事です。

　　　　　　　　主治医報告し許可となっています。（延長する場合はご家族より連

絡して頂くよう説明しています。延長時は日直医へ許可頂いて下さ

い。）

※念のため薬は１２日の夕食後薬まで持参して頂きました。

・十日市　利喜様～最近、準夜勤務帯にて、布団を掛けず掛け布団の上に眠ってしまう事多く見られています。その為か夜中の２時に覚醒し、就床に時間が掛かってしまう事みられています。

　　　　　　　　　準夜勤務帯にて就床時には布団を掛け休むよう声掛けを行っていきましょう。

＜皮膚科診察＞

・元沢　政治様～顔面、急性湿疹の為、デルモゾール軟膏処置行っていましたが、改善見られ、本日より止めとなっています。

・滝澤　久江様～主治医より、γ-ＧＴＰ値が高値で、ケルガ－錠内服していることが影響していると考えられる為、本日の皮膚科診察時にケルガー内服を中止してもらうようにとお話しあり、皮膚科Ｄｒへ情報提供し、明日の朝より内服止めとなっています。

・木村　梅子様～左手首の急性湿疹、改善見られている為、本日より止めとなっています。

＜安ヶ平Ｄｒ診察＞

・船場　幸子様～問診時、青山荘入所について話ししています。｢やっていけるか自信がない｣と話すも余裕さ見られています。

　　　　　　　　徐々にではありますが、不安感などをスタッフへ伝える事が出来るようになって来ています。言語化出来ている部分は評価していき、引き続きスタッフからも介入をしていきましょう。

・坂本　秀男様～問診時、ＢＭＩの高さを主治医より指摘されています。

　　　　　　　　主治医より毎食時の御飯を300ｇ程で(現在340ｇ)食べるように指

示あります。1日３回の歩行運動されていますが、間食の様子等の観察・運動量の確認をおこなっていきましょう。

・板橋　雅勝様～問診時、本人様より｢暖かくなってきたら、自宅の整理整頓に行きたい｣との希望聞かれています。

＜食事サービス状況意見交換＞

・１２/１６･･･昼食にみかんが出ていますが、傷んだ物があった。

　　　　　　　(その場で栄養・日清の方へは伝えている)

・１２/３０･･･朝食時、糖尿病食・単位指定の方の主食が準備されていなかった。

・１２/３１･･･いなり寿司がすいていましたが、いつもは１個だが２個ついており、

患者様が喜んでいた。

・１/６　　･･･醤油差しのつまりがあった。

＊明日の委員会に意見・要望の提出予定となっています。

＜注目患者様ケア状況＞

・滝澤　久江様～昨日、一人階段を昇って行こうとしているのをスタッフ確認しています。理由を問うと｢まんま食いたいって言う人が庭さいだ｣とレストランへ行こうとしていた事を話されています。

　　　　　　　　妄想に左右された行動がないよう、所在確認しながら、日課・プログラムの参加状況の確認を行っていきましょう。

・井上　和美様～疾病教室対象患者様となっている為、本日、スタッフの声掛けしています。｢もう４・５回もやっている。同じ事言われ、勉強しても頭に入らない。やんねぇ｣と参加拒否されています。

　　　　　　　　執拗に話しても本人の苛立ちとなる可能性あり、本日はリハビリテーションへの参加をして頂いています。

　　　　　　　　今後は本人様が拒否された場合は無理強いせず、リハビリテーションプログラムへの参加を促していきましょう。

・坂本　秀男様～本日、本人様使用中の服薬ボードの破損見られ、新しいボードと交

換しています。以前のボードと薬包を入れる並びが違い、服薬セッ

トに時間を要しています。すぐに理解しセット出来ていますが、ソ

ワソワした様子伺えています。

少しの変化でも戸惑ったり、落ち着きの無さ見られたりする方なの

で、日常生活の変化や服薬のミスがないか、注意し観察行っていき

ましょう。

・蛯名　勝幸様～本日、１/１３～１４日一泊二日の外泊希望聞かれています。

　　　　　　　　本日準夜勤務帯にて、御家族様への確認を行う事としています。

　　　　　　　　現在外泊訓練の為、１ヶ月に１回の割合いで自宅へ行かれており、今回の外泊では｢朝７時に起きて息子の見送りをしたい｣と本人話されています。帰院時、ご家族様へ外泊中の様子について確認し、本人様へは振り返って頂いた上で、今後の目標に役立てていきましょう

＜ＳＳＴセッション評価＞

・Ａグループ～１月の短期目標決めを行っています。

　　　　　　　伊藤五十二様は居眠り見られ、声掛け要しています。

　　　　　　　目標を考えて来られた方はいませんでしたが、時間を要す事もなく、

個々に聞いてみるとスムーズに目標を言えています。

平京子様は｢ホールにて皆と話しをする｣に自ら目標を述べられていますが、出来ている為、スタッフより少しレベルアップしてはどうかのアドバイスを行っています。

・Ｂグループ～短期目標設定と今年一年の大きな目標について話し合っています。

　　　　　　　滝田英人様・佐々木淳様は眠気の強さ見られる事から、リフレッシュ

体操から始めています。

短期目標設定は会話の少ないメンバーの為、同室者の方との会話を多くするよう促しています。

滝田英人様は最初から｢頭が重い、背部・肩が重い。眠気ではない｣とウーミングアップ時より項垂れており、途中退席しております。

次回は短期目標の振り返りを行う事としています。

・Ｃグループ～一年間の振り返りと今月の目標設定を行っています。

　　　　　　　五日市規様の｢平成２０年第一回目のＳＳＴを始めます｣の元気な挨拶

にてスタートしています。

このグループは社会復帰メンバーであり、社会復帰に向けた目標を考

えて頂いています。単独外出泊訓練をしながら、上手くコミュニケー

ションをとる為、会話を多くする事としています。

次回は短期目標の振り返りを行う事としています。

・Ｄグループ～ウォーミングアップでは正月外泊中の新年の挨拶を行い、短期目標設

定を行っています。

布施邦雄様は外泊中は挨拶しなかったと話されていますが、ロールプ

レイでは上手く出来ていました。

船場幸子様は目標設定に消極的で悩まれていました。

皆さん居眠りする事なく笑いのあるＳＳＴとなっています。

正月外泊は一年の始まりの挨拶であり、大事である事伝えています。

四季折々、節目での挨拶の練習が必要だと感じました。










